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              平成 26 年インド訪問記 

                                                                          H26.12 長井 

 今年、７月、１１月と２回にわたってインドを訪れました。想像していた以上に、高速道路を始めとする国の

インフラが整備され、かつ、自動車の数の多さには驚きました。ベトナムのようにバイクは多くなく、むしろ自

動車が、メインの交通手段です。問題は、デリーを始めとする都市部の道路です。朝夕の通勤時間帯は、目的地

へ到達する時間が読めない位、渋滞が続きます。このため、デリー、ムンバイ等の主要都市には、地下鉄の建設

が盛んに行われています。デリー市内の最初の地下鉄は、日本の援助で作られたもので、現地でも評判がいいで

す。私が今回、インドを訪問したのは、インドに初めての新幹線を作るという JICA（日本国際協力機構）の調

査の仕事のためです。 

 インドに行った 7～8 割の人は、必ずお腹を壊してしまいます。会社の周囲の人達のそういう状況を見ている

と、インド行きはあまり気乗りしなかったのですが、お蔭さまで、２回ともお腹を壊わさずに帰って来れました。

１昨年は、中国の重慶に何度か出かけましたが、中国とインドの最近の躍進を見るにつけ、10 年後は、中国と

インドの時代がやってくるなという感を強くします。ちなみに、中国,インド及び日本」の国力を比較する幾つか

のデータを下の表に整理してみました。 

 

            「インド新幹線計画」 

               

                    

 「中国とインドの比較」 

   インド 中国 日本 備考 

人口 12 億 4 千万人 13 億 6 千万人 1 億 2 千万人  

面積 330 万 km 960 万 km
2
 38 万 km

2
  

GDP 

国全体 1,900 (10 億 US$) 9,500 (10 億 US$) 4,900(10 億 US$)  

国民１人

当たり 

1,500(US$) 7,000(US$) 38,500(US$)  

乗用車保有台数 1,900 万台 5,200 万台 5,900 万台 

 

2012年末現在 

軍事費 46(10 億 US$) 126(10 億 US$) 49(10 億 US$) 2013 年予算 

政治体制 民主主義(連邦共和制) 共産党一党独裁 民主主義  
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1 デリー市内 －デリー市内は、地下鉄等の近代的な設備と、雑然とした旧市街が混在しています 

 (1)                                (2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)(2) 

デリーの地下鉄、デリー

メトロ Yellow Line で

す。日本の援助で作られ

たものです。 

デリーには、地下鉄がも

う何本もあります 

 

  (3)                             (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)地下鉄に乗るのに、１

人１人づつ荷物検査と

ボデイチエックがあり

ます 

 

(4)最近の商店街は、コン

ノートプレイス等にき

れいなものがあります。 

  (3)                             (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)デリー駅です。首都の

駅にしては、ちょっとさ

みしいです 

 

(4) デリー駅西側の旧商

店街です。 

  (5)                             (6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)(6) デリー駅東側の旧

商店街です。 
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  (7)                                (8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)(8) 同じく、デリー駅

東側の旧商店街です。 

 (9)                               (10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9)(10) 

デリー市内のヒンズー

教のお寺です 

 

 

２ デリー市内イスラム教のモスク － 世界遺産に指定されています  

 (1)                               (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) デリー近くにある世

界遺産に指定されてい

るイスラムのモスクで

す。暑くて、暑くて観光

どころではなかったで

す 

(2) この暑い中、結構日

本人観光客がいました 

 (3)                                (4) 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 周囲は、結構緑が多

いです 

 

(4) 中には石棺が置かれ

ています 
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３ インドの観光地ウダイプル ― ウダイプルにあるインド国鉄の研修所の見学に行った際に、観光地として 

有名なウダイプルの城跡を見学しました。16 世紀にムガール帝国に追わ 

れたインド人の王が、ここで独立を守り通した地である 

 (1)                               (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) インドの観光地ウダ

イプルの有名な湖上の

ホテルでです 

 

(2) ウダイプルのある昔

の領主の城です。現在

は、その半分が博物館に

なっています 

 (3)                                (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  城の上部部分 

 

(4) 城の上からの景色で

す 

 (5)                                (6) 

        

(5) 城内の門です 

 

(6) 城内の居室です 

 (7)                                (8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 戦争や使役に象を良

く用いていたことが分

かる 

 

(8) 虎も飼育している 
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 (9)                                (10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(9) 昔の領主(ﾏﾊｰﾗｰﾅｰ)の写

真です。ここの領主(ﾏﾊｰﾗｰﾅ

ｰ)は、数世紀も続いた 

 

(10) (11)領主が使った馬や

かごです 

 

 (11)                                (12) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(12)ホテルの門周辺の花

が、綺麗です 

 

 

 

 

No. 写真 解説 

4 タージマハール －タージマハールは、1600 年代にムガール帝国第 5 代皇帝によって作られたものです。こ

れは、宮殿ではなく、第 5 代皇帝の奥さんのお墓として作られたものだそうです。ムガー

ル帝国は、インド人によって作られた国ではなく、モンゴル及びトルコ系の外国人によっ

て作られたイスラム系の国です。従って、皇帝は、通常、何人かの奥さんを持つのが通常

ですが、第 5 代皇帝は、１人の奥さんしか持たなかったそうです。その奥さんが死ぬ時の

御願いが、①世界で最も美しい墓を作ってほしい、②再婚しないでくれとのことだったそ

うです。このムガール帝国を含めて、インドは、その後の英国よる植民地を含めて、かな

り長期間にわたり外国によって支配され続けてきた国だともいえます。デリーから約

200km 離れたところにあります。 

 (1)    (2) 

      

                        

(1),(2)=タージマハール

の入り口 

この入り口の上に、22 個

の円錐形の形をしたも

のがありますが、これ

は、このタージマハール

を造るのに、22 年間かか

ったということの表現

だそうです。 
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 (3)                               (4) 

    

 

この建物は、全て大理石

で作られています。しか

も、当時のお金で約 1 兆

円をかけたそうです。な

んで、こんなに費用がか

かったのかというと、単

に、大理石の建物という

だけでなく、その柱や壁

面に無数の宝石が埋め

込まれたて 

 (5)                                      

 

                      

 

 

                    

作られているからです。 

ただ、その大半は、イギ

リスの植民地時代にイ

ギリスに持ち去られ、今

は、僅かしか残っていま

せん。 

私たちが、今、インドに

造ろうとしている新幹

線も約 1 兆円です 

 (7)                                (8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

(6) 
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5 アグラ城 － アグラ城は、ムガール帝国の城です。タージマハールのすぐ近くにあります。 

   (1)                               (2) 

 

 

(1)(2)が、アグラ城の入り

口です。この城に、ター

ジマハールを作ったムガ

ール帝国第 5 代皇帝も住

んでいました。 

ただ、第 5 代皇帝は、タ

ージマハールを作るの

に、あまりにも金を使い 

 (3)                                (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

すぎたので、晩年は、息

子にこの城の一隅に幽閉

されてしまいます。しか

し、その部屋からは、奥

さんの墓であるタージマ

ハールが見れるように配

慮したということです

（写真(4)） 

 (5)                    (6)                           (7) 

                      

 

 

 

 

 

 (8)                                (9) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(8)は、王様の謁見場です 
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6 クトウブ・ミーナール －これも世界遺産に指定されていますが、規模は、そんなに大きくありません。ムガ

ール帝国によるインド支配の前、1200 年代に、インドは、最初のイスラム王朝であ

る奴隷王朝（約 1200~1300 年）によって支配されています。この高い塔は、イスラ

ム教徒が、ヒンズー教徒を戦いで破った記念に造られたものだそうです。 

 (1).                    (2)                     (3) 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

この塔の高さは、７２．５

m, 5 層からなっており、

基底部の直径が 14.3m 頂

部が 2.7m だそうです。. 

 

 

 (4).                             (5)                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6).                                   (7) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (8).                             (9) 

 

 

 

 

 

 

 

(8)(9)は、後年の皇帝が、

(1)(2)の写真の塔の倍の高

さのものを作ろうとした

が、途中で、暗殺されて完

成しなかったものである 
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7 ラール・キラー － これもムガール帝国の城である。1600 年代に、アグラーからデリーに都を移し 

た時に造られたもので、デリー市内にあります。アグラ城と同じく赤い砂岩で作られた城

壁です。城壁は立派ですが、城の中は、見るものがあまりありませんでした。 

 (1).                                (2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3).                                (4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この城門の中が、両側に店

が連なるバザール（市場）

になっています。 

 (5).                              (6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 
 


